
平成２６年８月１４日

安芸道路に中央帯を導入します

～正面衝突事故防止に向けて～

○四国地方整備局土佐国道事務所では、四国内における２車線

の高速道路で正面衝突による死亡事故等が頻発する状況を踏

まえ、今後整備する完成２車線の自動車専用道路「一般国道

５５号安芸道路」において、中央帯設置等の交通安全対策に

ついて検討を進めます。

※四国内の２車線の高速道路等における正面衝突事故は、

死傷事故件数全体の１割未満ですが、死者数は全体の

半数を占めます。

国土交通省 四国地方整備局 土佐国道事務所

※本施策は、四国圏広域地方計画「No.5圏域の連携による発展に向けた地域

力向上プロジェクト」の取組に関連します。

【問い合わせ先】

国土交通省 四国地方整備局 土佐国道事務所

副所長 沖上 茂人（おきうえ しげと） ＴＥＬ：088-884-0359（代表）

◎調査課長 吉田 敏浩（よしだ としひろ） ＴＥＬ：088-885-4830

◎主な問い合わせ先
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◆具体の対策例
ラバーポール等による分離 中央帯による分離

※出 典： イタルダデータ（H23,H24）から集計
集計対象：四国内高速道路暫定２車線区間

（四国地方整備局管理路線及びＮＥＸＣＯ西日本管理路線）

２車線の高速道路における正面衝突事故は、

死傷事故件数全体の１割未満ですが、

死者数は全体の半数を占めます

ラバーポール等 中央帯

▲平成26年7月24日 毎日新聞

・2車線の高速道路では、平成26年度は新聞記事の事故以外にも、
4月15日西瀬戸道で、6月14日松山道で正面衝突による死亡事故
が発生しています。
・2車線の高速道路で事故が生じると、全面通行止めとなる可能性
が高く、ネットワークが限られる四国では、大きな迂回が必要となる場
合があります。

安芸道路に中央帯を導入します
～正面衝突事故防止に向けて～

四国地方整備局 土佐国道事務所では、四国内における２車線の高速道路
で正面衝突による死亡事故等が頻発する状況を踏まえ、中央帯設置等の交
通安全対策について検討を進めます。




